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８.３.６.２ 酒母、もろみ中のアルコール 

-アルコライザー法- 

 

１．要旨 

酒母およびもろみ中のアルコールを、アントンパール社製アルコライザーにより測定する。 

 

２．適用範囲 

アルコール含量が 0.1vol%程度以上 10.0vol%以下の酒母・もろみに適用する。 

酒類製造に関係して、記帳のための分析を行う場合は、15℃下 vol%へ補正する必要がある。

この手順例については 8.3.6 の備考欄に記載がある。 

 

３．原理 

  アルコライザーでは、予め振動式密度計で測定された水およびエタノール溶液のアルコール

含量値によりキャリブレーションが行われる。酒母を遠心分離して得られた上清試料は振動式

密度計を経由してアルコライザーに導かれる。アルコライザーでは近赤外分光光度法によりア

ルコール含量が測定される。 

 

４．試薬 

８．３．６ビール、アルコール（アルコライザー法）の項参照。 

 

５．器具・装置 

(a) アルコライザー（Anton Paar 社製 Alcolyzer Plus Beer Analyzing System）一式 

（b）遠心分離機(1500×g 以上の遠心加速度の出せるもの) 

（c）メスフラスコ 1000ml 容：8.75vol%エタノール溶液（7.0wt%）調製用 

（d）バイアルおよびバイアルキャップ：オートサンプラー用 

（e）遠心管 

 

６．操作方法 

(1) 装置の設定 

① 振動式密度計 温度設定：20℃ 

② アルコライザー メソッド：BEER 

(2) 装置のキャリブレーション 

① 振動式密度計：振動式密度計の操作マニュアルに従って空気と水によるキャリブレーショ

ンを行う。 

② アルコライザー：アルコライザーの操作マニュアルに従って、水と 8.75%vol%エタノール

溶液によるキャリブレーションを行う。 

(3) 試料の前処理（遠心分離） 

① 試料を、遠心管に適当量とる。 

② 1500g×10 分以上遠心分離する。 
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(4) 測定 

① 遠心上清をアルコライザーのバイアルに入れ、オートサンプラーにセットする。 

② メーカーの操作マニュアルに従って測定を開始する。 

 

７．結果の表示 

  結果（vol%および wt%、小数点以下 2 桁）は、画面に表示あるいはプリントアウトされる。 

表示方法 

結果は小数点以下 1桁に丸めて mg/L で表示する。 

 

８．精度 

(1) 併行精度 

 試料 平均（vol%） 標準偏差  

 (1)    0.154       0.005  

 (2)   2.018    0.004  

 (3)   4.246    0.005    

 (4)   5.920    0.000  

 (5)   8.414    0.005  

 

(2)室内再現精度 

 試料 平均（mg/L） 標準偏差     

 (1)    0.158       0.007   

 (2)   5.906    0.008   
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